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A5 判／648 頁（予定）／別冊解答（80 頁）／暗唱例文集（80 頁）／別冊 4 技能連携ハンドブック（80 頁）
数研テストマスター 完備／デジタル副教材（エスビューア；別売〈予定〉）　⇒ p.94
◆QR コードから以下の活動が可能！
　文法解説動画の視聴／基本例文の音声再生／〈数研発音マスター〉を用いたスピーキング練習
◆�チャート×ラボから Google フォーム／Microsoft Forms テストデータ（レディメイドタイプ）と

基本例文の音声データをダウンロードしていただけます。

本書の特色

1．文法を４技能に活かすことを大切に考えた参考書です
◆本編は，使用レベルを意識した〈2-Stage〉構成。
　学年や目的に応じて必要な Stage を効率的に学べます。
◆�別冊付録「4 技能連携ハンドブック」で，文法だけでなく，Speaking／Listening／Reading／

Writingの基礎を確認。４技能を用いたさまざまな活動の下支えとなります。
� ⇒詳しくは p.79

2．�チャート式シリーズのよさを存分に活かし，生徒さんの自学を応援する参考書
です
◆視覚的な理解を促す図解やイラスト，イメージ図などを豊富にご用意。
◆ルールや形の理解だけにとどまらない，生徒さんの疑問に答えるコラムも満載。
◆QR コードから，気軽に例文音声や解説動画にアクセス。数研発音マスターで
　スピーキング練習も可能。

3．�教科書 Revised EARTHRISE English Logic and Expression I Advanced／
Standard と連携しています� ⇒ pp.48〜49

◆教科書の Key Expressions／Expressions Plus と扱う文法配列・例文が同じなので，
　並行しての学習がしやすくなっています。
◆ �Key Expressionsで学んだ文法事項を表現に活かすためのコラム Tips for Expressionが，

文法と表現の橋渡しをします。
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●教科書と併せて文法を体系的に学ぶためのレッスンブックもご用意しています！
改訂版 EARTHRISE English Logic and ExpressionⅠレッスンブック
◆教科書と参考書に対応しており，それぞれの参照ページ付きです。
◆文法の基礎が体系的・網羅的に身につきます。
◆教科書の基本例文を含んでおり，教科書での文法学習を補強するのに最適です。
◆提出しやすい別冊ワークで，文法力の定着が図れます。

参考書解説

100 101

能力・可能を表す

1  基本的な助動詞① ― can / may / must

●必ずbe able to do を使う場合（can が使えない場合）

　① ほかの助動詞といっしょに使う場合。助動詞を2 つ並べて使うことはできない。
 　You ’ll be able to order the book online in two weeks.  

（ will can） （2 週間後には，その本をオンラインで注文できます。）

　② 完了形の場合。〈have［has］＋been able to do〉の形を使う。
 　We haven’t been able to access the site for the last two days. 
 （ここ2 日間，そのサイトにアクセスすることができないでいます。）

52 リョウは50mを7秒で走ることができる。
53 ここから博物館まで歩いて行けますか。―もちろん。ここからほんの5分ですよ。

can（過去形：could）1 -1

canの中心的なイメージは【実現可能】。
そこから派生して，以下の意味が出てきます。

■ 実現する能力を備えている →「～できる」 〈能力〉
■ 状況的に実現することが可能 → 「～できる」 〈可能〉  

「～してもよい」 〈許可〉
■ ～である可能性がある →「～でありうる」 〈可能性〉

Q ：  電車で隣に座った外国人男性にDo you speak English? と聞かれました。
なぜ Can you～? ではなかったのでしょうか。

 

A ：  相手に「～できますか」と尋ねるときに，Can you ～ ? を使うと，失礼な印象を
与えることがあります。can は〈能力〉を表すため，Can you ～ ? を使うと相手
の能力をあからさまに尋ねることになり，失礼と感じられることがあるのです。  
「英語が話せますか」は，Can you speak English? よりDo you speak 
English? を使うほうが，やわらかい印象を与えます。次の例も同様です。  
　Do you（△△Can you） play the piano? （ピアノを弾けますか。）

助動詞の意味に注意して，日本語に直そう。 （答  別冊p.16）

1） Can I sit with you? ― Sure.
2） Ken, hurry up. The train can’t wait for you.
3） Oh, I have no money with me. Can you lend me some?

Check Check 
1

canは文末に置いたり，強調したりする場合は/ k@n /だが，それ以外は/ kAn /と弱く発音する。

Ryo can run 50 meters in seven seconds. 〈能力〉 52

Can I walk to the museum from here? 〈可能〉 53

　̶Sure. It's only �ve minutes from here.

a

  主語（人やもの）に備わっている能力を表す。52は「リョウに50mを7 秒で走る能力が
ある」ことを表す。過去形はcould。（ p.103 　　  ）

 This hall can hold up to 500 people. ＊up to～「（最大で）～まで」 

 （このホールは500人まで収容することができます。）

  否定文・疑問文は，次のようになる。否定形で can not と2 語にしないこと。
〈否定文〉  I cannot［can’t］ read French, but I can speak it a little.  

 （私はフランス語は読めませんが，少し話せます。） 
I could not［couldn’t］ eat carrots when I was a child.  
 （私は子どものころ，ニンジンが食べられませんでした。）

〈疑問文〉  Can you cook this �sh?  
　―  Yes， I can. I’m good at cooking.  

No， I can’t. I’ve never cooked �sh.  
 （この魚を料理できますか？― はい，できます。料理は得意です。/ 
 いいえ，できません。魚を料理したことがないのです。）

能力を表すcan：「～することができる」　（➡52）1

  能力とは関係なく，主語が置かれた状況から「～することが可能」という場合もcanで
表せる。53は距離の点から，「博物館まで歩くことは可能か」を尋ねている。

 Can we meet again tomorrow? （明日また会えますか。） 
 Hurry up! The meeting starts at two. We can’t be late.  
 （急いで！会議は2 時から始まる。遅れるわけにはいかないよ。）

可能を表すcan：「～できる」　（➡53）2

  能力・可能を表すが，助動詞ではない。やや堅い表現で，現在形ではcanを使うほう
が普通。原則として，主語が〈人〉の場合に使う。

 The students are able to（ ＝ can ） use Wi-Fi anywhere on campus. 
 （学生はキャンパスのどこでも，Wi-Fi を使うことができます。）

 Are you able to meet the deadline for the paper? ― Certainly.
 （論文の締め切りに間に合わせることができますか。― もちろんです。）

be able to do　「～できる」3

Tips for Communication! 3  「～できますか」と尋ねる場合
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First Stage

教科書 p.40 Expressions Plus（課末：文法表現のまとめ）

　　　

 1 「～できる」：能力・可能を表す　 can

1 	Can	I	walk	to	the	museum	from	here?
 ここから博物館まで歩いて行けますか。  可能   KE p. 36

➡  「～できる」は canを使って表せる。
 Ryo can run 50 meters in seven seconds.（リョウは 50ｍを 7秒で走ることができる。）  能力

 2 「～してもよい」：許可を表す　 can/may

2 	Can	I	take	a	photo	of	the	map	with	my	smartphone?
 その地図の写真をスマホで撮ってもいいですか。  一般的な言い方   KE p. 36

3 	May	I	ask	you	a	question?　質問をしてもよろしいですか。  丁寧で堅い言い方   KE p. 36

➡  「～してもよいか」と許可を求めるには Can I～ ? や May I～ ? を使う。
➡  May I～ ? は Can I～ ? より丁寧で堅い言い方。一般的には Can I～ ? のほうがよく使われる。

 3 「～しなければならない」：義務・必要を表す　 must/have to

4 	You	must	manage	your	time	more	effectively.
 あなたはもっと効率的に時間を管理しなければなりません。 KE p. 38

5 	You	have�to	balance	your	studies	and	club	activities.
 あなたは勉強と部活を両立させなければならない。 KE p. 38

➡  「～しなければならない」はmustや have toで表せる。
➡  mustは話し手の強い意志を表し，命令的・主観的である一方，have toは外的な事情などから「～せざるをえな
い」という客観的なニュアンスをもつ。

➡  「～しなければならなかった」という過去のことは had to～，「～しなければならないだろう」という未来のこと
はwill have to～（×will must）で表す。

➡  否定形のmust notは「～してはいけない」という強い禁止を，don’t have toは「～する必要はない」という不必
要を表す。

 You must not touch the fence. It’s dangerous.（そのフェンスに触ってはいけません。危険です。）

 4 「～すべきだ，～するほうがよい」：義務・忠告を表す　 should/had better

6 	You	should	turn	off	your	smartphone,	or	at	least	mute	it.
 スマホの電源を切るか，少なくともミュートにすべきです。 KE p. 38

7 	The	exam	is	coming	up,	so	you	had�better	study	harder.
 試験が近づいているのだから，君はもっと一生懸命勉強したほうがいい。

➡  「～すべきだ，～するほうがよい」は shouldを使って表せる。義務や助言を表すのに使われるが，must / have to
ほど強制的ではない。

 You should apologize.（君は謝るべきだ［謝ったほうがいい］。）
➡  had betterも「～すべきだ，～するほうがよい」を表すが，「そうしないと悪い結果になる」といった意味を含み，

should よりも切迫した状況での強い忠告を表す。

Expressions Plus 本文を聞く
音読練習
解説動画
補充問題能力・許可・義務などを表す　助動詞 1
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40 Lesson 4

『改訂版 チャート式シリーズ EARTHRISE 総合英語』とその準拠シリーズでは，表現活動の支え
となる文法をしっかり学べます。教科書と文法配列や例文がそろっているので，教科書と併用す
ることで，文法学習と表現活動をバランスよく行うことができます。

Key Expressions で学んだ文法を
表現活動へとつなげるのに役立つ
コラムです。

Key Expressions の例文には●，Expressions Plus
の例文には○をつけ，参照しやすくしています。

より詳しく
きめ細やかな学習に

表現活動に
つながる学習に

参考書『チャート式シリーズ EARTHRISE 総合英 語』との連携で，文法学習をしっかりサポート

　「～してもよいですか」と相手に許可を求める表現 Can I ～ ?とMay I ～ ?に
ついて，2つの違いをここで整理しておこう。

⑴ 　Can I ask you a question? （質問していいかな。）

⑵ 　May I ask you a question? （質問をしてもよろしいですか。） 59

 ⑴  Can I ～ ?は形式ばらないくだけた言い方で，友人どう
しなど，話し手と聞き手が対等の立場や親しい関係にあ
る場合に使うのが普通。答え方は，p.102を参照。

⑵  May I ～ ?はより形式ばった表現で，先生と生徒，親と
子などの間で，立場が下の人が上の人に対して使う。 
答え方は，許可を与える場合に，Yes, you may.

  （よろしい）は尊大な感じがするので，Yes, you can.の
ように canを使うほうが普通。Sure. / Go ahead. な
ども使う。許可を与えない場合も同様に，may notでな
く can’tを使う。

6  許可を求める canとmayとの違いTips for Expression!

must（過去形なし；had to  p.108）1 -3

mustの中心的なイメージは【避けられないこと】。
そこから派生して，以下の意味が出てきます。 

　　　　　　　　　　
■そうするしかない→「～しなければならない」〈義務・必要〉
■その可能性しかない→「～にちがいない」〈推量〉

強い義務・必要を表す：「～しなければならない」a

 All passengers must wear seat belts. 〈強い義務〉 61

 You must not touch the fence.  It’s dangerous. 〈強い禁止〉 62

61 乗客は全員，シートベルトを着用しなければなりません。
62 そのフェンスに触ってはいけません。危険です。

1  強い義務・必要を表すmust：「～しなければならない」

 「～しなければならない」という強い義務や必要を表す。（➡61）

First Stage

106

⇒�参考書シリーズにつき，詳しくは，pp.76〜81 をご参照く
ださい。

参考書
Tips for Expression!

教科書 Revised EARTHRISE
English Logic and Expression Ⅰ
Advanced／Standard

参考書の詳細は
こちら！

参考書 改訂版 チャート式シリーズ
EARTHRISE 総合英語

※ 2025 年 10 月改訂版発行予定

教科書と参考書がリンク

●体系的な文法学習をサポートする安心の EARTHRISE English Grammar シリーズ！
扱う文法内容（レッスン数）によりそれぞれ 3 種類の英文法テキスト・ワークブックをご用意。
学習プランにあわせてお選びいただけます。
　【テキスト】 改訂版 EARTHRISE English Grammar in 33／26／22 Stages
　【ワークブック】 �改訂版 Workbook for EARTHRISE English Grammar in 33／26／22 Stages

Revised

EARTHRISE
Advanced

EARTHRISE
English Logic and Expression

Advanced

文部科学省検定済教科書 104 数研 論Ⅰ／000-000 高等学校外国語科用

アタリ
 二次元コードについてはp.３をご覧ください。

● この教科書はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。
● この教科書は再生紙と植物油インキを使用しています。

二次元
コードを
掲載

Revised

EA
RTH

RISE
English Logic and Expression

Advanced
Revised

Revised EARTHRISE English Logic and Expression Ⅰ Advanced　束幅6.5mmC M Y K

教科書 p.36 Key Expressions
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Let’s speak about...

A tourist asks Nana how to get to the Asahi Museum from Aoba Station.

Tourist:	 	Excuse	me.	May	I	ask	you	a	question?

Nana:	 	Sure.

Tourist:	 �Can	I	walk	to	the	Asahi	Museum	from	here?

Nana:	 	Not	really.	It’s	quite	a	long	way.

Tourist:	 	How	can	I	get	there,	then?

Nana:	 	You	can	go	by	bus	or	subway.	I	think	a	bus	would	be	better	because	it	will	

take	you	closer	to	the	museum.	Let’s	see.	Ah,	yes,	No.	3	buses	go	straight	to	

the	museum	and	stop	right	in	front	of	the	entrance.

Tourist:	 	That’s	great.	Is	that	a	bus	map?

Nana:	 	Yes.	It’s	very	useful,	but	I’m	afraid	I	only	have	one	copy.

Tourist:	 �Can	I	take	a	photo	of	it	with	my	smartphone?

Nana:	 	No	problem.

 Listening Quiz Q1 Q2

本文を聞く
音読練習

Can I walk to the museum from here? (l .4)
　➡「～できる」を表す場合に canを用いる。

Can I take a photo of the map with my smartphone? (l .12)
　➡  「～してもいいですか」と許可を求める場合に，Can I ～ ?を使うことができる。May I ～ ?より一

般的でよく使われる。

May I ask you a question? (l .2)
　➡「～してもよろしいですか」と許可を求める場合にMay I ～ ?を使う。丁寧で堅い言い方。

Key Expressions See page 40 | Expressions Plus

Subway
Bus stop

Aoba Station

Green Hall

Library Plaza Hotel

Minami
High School

Asahi Shopping
Center

Komyo-ji Minami
Park

The Asahi 
Museum Asahi

Station

Sakura
Station

City
Hall

Sakura
Park
Sakura
Hospital

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

Route 01 17 minutes
Subway: 11 minutes

Aoba Station ➡ Asahi Station

Route 02 20 minutes
No. 3 bus: 20 minutes

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

Walk: 6 minutes
Asahi Station ➡ The Asahi Museum

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

36 Lesson 4
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 助動詞は動詞の前に置く  
〈助動詞＋動詞の原形〉で，助動詞の形は主語によって変化しない。  
  Bob can play the piano. （ボブはピアノが弾けます。） 

〔  Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.〕
 否定文・疑問文の作り方はbe動詞の場合と同じ  
否定文：〈助動詞＋not＋動詞の原形〉  
 Bob cannot［can’t］ play the piano. （ボブはピアノが弾けません。） 
疑問文：〈助動詞＋主語＋動詞の原形〉  
 Can Bob play the piano? （ボブはピアノが弾けますか。）

 shouldのその他の用法   126

 その他の助動詞を使った表現   128

 助動詞としてのbe，have，do   129

7

8

9

助動詞

can，may，mustなどの助動詞は，その名のとおり，動詞を助ける働きをし
ます。助動詞を加えることで，動詞に話し手の判断や気持ち（＝主観）を添えるこ
とができます。

	 例文音声・発音練習
	 解説動画

助動詞の基本ルール

（A）はbe 動詞 is を使って「彼はバスケットボール選手だ」という客観的な事実
を述べています。一方（B）は，助動詞must を（「彼」の見た目や様子などから）「バ
スケットボール選手にちがいない」という話し手の判断を表しています。
また助動詞は次のように，相手に依頼をするときなどに使われます。

助動詞は人とコミュニケーションをとるうえで，とても重要な役割を果たして
いるのです。

（A） He is a basketball player. （B） He must be a basketball player.
 （彼はバスケットボール選手だ。）  （彼はバスケットボール選手にちがいない。）

（C）Could I have another cup of coffee? （コーヒーをもう一杯いただけますか。）

助動詞の基本ルール

1 助動詞は動詞の原形の前に置く
〈助動詞＋動詞の原形〉で，助動詞の形は主語によって変化しない。

 　　　Bob can play the piano. （ボブはピアノが弾けます。）

 　　　〔 Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.〕

2 否定文・疑問文の作り方は be動詞の場合と同じ
否定文：〈助動詞＋not＋動詞の原形〉

 　　　Bob cannot［canʼt］ play the piano. （ボブはピアノが弾けません。）

 疑問文：〈助動詞＋主語＋動詞の原形〉
 　　　Can Bob play the piano? （ボブはピアノが弾けますか。）

First Stage 　　
1 基本的な助動詞① ············································································································· 100

can　··· · · · · · · · · · · · · ·    
□～できる 《能力・可能》 100
□～してもよい，～してもらえますか 《許可・依頼》 102
□～でありうる，～のはずがない 《可能性・否定の推量》 103

may　··· · · · · · · · · · · ·   □～してもよい 《許可》 104
□～かもしれない 《推量》 105

must　··· · · · · · · · · ·   □～しなければならない 《強い義務・必要》 106
□～にちがいない 《確信のある推量》 108
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（数研）アースライズ総英　D563T

助動詞

　can，may，mustなどの助動詞は，その名のとおり，動詞を助ける働きをし
ます。助動詞を加えることで，動詞に話し手の判断や気持ち（＝主観）を添えるこ
とができます。

 （A）He is a basketball player.
 （彼はバスケットボール選手だ。）

　（B）He must be a basketball player.
 （彼はバスケットボール選手にちがいない。）

 

　　 　

　（A）は be動詞 isを使って「彼はバスケットボール選手だ」という客観的な事
実を述べています。一方（B）は，助動詞mustを使って（「彼」の見た目や様子な
どから）「バスケットボール選手にちがいない」という話し手の判断を表していま
す。
　また助動詞は次のように，相手に依頼をするときなどに使われます。
 （C）Could I have another cup of coffee? （コーヒーをもう一杯いただけますか。）

　助動詞は人とコミュニケーションをとるうえで，とても重要な役割を果たして
いるのです。

助動詞の基本ルール

1 助動詞は動詞の原形の前に置く
〈助動詞＋動詞の原形〉で，助動詞の形は主語によって変化しない。

 　　　Bob can play the piano. （ボブはピアノが弾けます。）

 　　　〔 Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.〕

2 否定文・疑問文の作り方は be動詞の場合と同じ
否定文：〈助動詞＋not＋動詞の原形〉

 　　　Bob cannot［canʼt］ play the piano. （ボブはピアノが弾けません。）

 疑問文：〈助動詞＋主語＋動詞の原形〉
 　　　Can Bob play the piano? （ボブはピアノが弾けますか。）

    例文音声・発音練習
 解説動画

O V E R V I E W
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（数研）アースライズ総英　D563T
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had better  　 □ ～するのがよい，～しないといけない 《強い忠告》 111 
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  　□ ～する（だろう），（きっと）～だろう 《推量》 113 
would   　□ （どうしても）～しようとした 《過去の強い意志》 113 
  　□ （よく）～したものだった 《過去の習慣》 113 
  　□ ～だろう 《現在の推量》 114

 勧誘・提案・願望などを表す表現   115
will / shall   　□ ～しませんか 《勧誘》 115 
  　□ ～しましょうか 《提案・申し出》 115 
would / could   　□ ～していただけませんか 《依頼》 116 
  　□ ～してもいいですか 《許可を求める》 116 
  　□ ～したいのですが，～がほしいのですが 《控えめな願望》 115 
  　□ ～しませんか 《勧誘》 117
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used to   □ よく～したものだ，（以前は）～だった 《過去の習慣・状態》 118 
need   □ ～する必要がある 119

 助動詞＋have＋過去分詞   120
｛must /may / can’t｝＋have＋過去分詞 《過去のことについての推量》 
  □ ～した［だった］｛にちがいない / かもしれない / はずがない｝ 120

｛should / need not｝＋have＋過去分詞 《過去の行為についての非難・後悔》 
  □ ～すべきだったのに / ～する必要はなかったのに（～した） 121

 助動詞を使った慣用表現   122
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参考書：導入ページ　　※以下は改訂版のサンプルです。内容は変更の可能性があります。

100 101

能力・可能を表す

1  基本的な助動詞① ― can / may / must

●必ずbe able to do を使う場合（can が使えない場合）

　① ほかの助動詞といっしょに使う場合。助動詞を2 つ並べて使うことはできない。
 　You ’ll be able to order the book online in two weeks.  

（ will can） （2 週間後には，その本をオンラインで注文できます。）

　② 完了形の場合。〈have［has］＋been able to do〉の形を使う。
 　We haven’t been able to access the site for the last two days. 
 （ここ2 日間，そのサイトにアクセスすることができないでいます。）

52 リョウは50mを7秒で走ることができる。
53 ここから博物館まで歩いて行けますか。―もちろん。ここからほんの5分ですよ。

can（過去形：could）1 -1

canの中心的なイメージは【実現可能】。
そこから派生して，以下の意味が出てきます。

■ 実現する能力を備えている →「～できる」 〈能力〉
■ 状況的に実現することが可能 → 「～できる」 〈可能〉  

「～してもよい」 〈許可〉
■ ～である可能性がある →「～でありうる」 〈可能性〉

Q ：  電車で隣に座った外国人男性にDo you speak English? と聞かれました。
なぜ Can you～? ではなかったのでしょうか。

 

A ：  相手に「～できますか」と尋ねるときに，Can you ～ ? を使うと，失礼な印象を
与えることがあります。can は〈能力〉を表すため，Can you ～ ? を使うと相手
の能力をあからさまに尋ねることになり，失礼と感じられることがあるのです。  
「英語が話せますか」は，Can you speak English? よりDo you speak 
English? を使うほうが，やわらかい印象を与えます。次の例も同様です。  
　Do you（△△Can you） play the piano? （ピアノを弾けますか。）

助動詞の意味に注意して，日本語に直そう。 （答  別冊p.16）

1） Can I sit with you? ― Sure.
2） Ken, hurry up. The train can’t wait for you.
3） Oh, I have no money with me. Can you lend me some?

Check Check 
1

canは文末に置いたり，強調したりする場合は/ k@n /だが，それ以外は/ kAn /と弱く発音する。

Ryo can run 50 meters in seven seconds. 〈能力〉 52

Can I walk to the museum from here? 〈可能〉 53

　̶Sure. It's only �ve minutes from here.

a

  主語（人やもの）に備わっている能力を表す。52は「リョウに50mを7 秒で走る能力が
ある」ことを表す。過去形はcould。（ p.103 　　  ）

 This hall can hold up to 500 people. ＊up to～「（最大で）～まで」 

 （このホールは500人まで収容することができます。）

  否定文・疑問文は，次のようになる。否定形で can not と2 語にしないこと。
〈否定文〉  I cannot［can’t］ read French, but I can speak it a little.  

 （私はフランス語は読めませんが，少し話せます。） 
I could not［couldn’t］ eat carrots when I was a child.  
 （私は子どものころ，ニンジンが食べられませんでした。）

〈疑問文〉  Can you cook this �sh?  
　―  Yes， I can. I’m good at cooking.  

No， I can’t. I’ve never cooked �sh.  
 （この魚を料理できますか？― はい，できます。料理は得意です。/ 
 いいえ，できません。魚を料理したことがないのです。）

能力を表すcan：「～することができる」　（➡52）1

  能力とは関係なく，主語が置かれた状況から「～することが可能」という場合もcanで
表せる。53は距離の点から，「博物館まで歩くことは可能か」を尋ねている。

 Can we meet again tomorrow? （明日また会えますか。） 
 Hurry up! The meeting starts at two. We can’t be late.  
 （急いで！会議は2 時から始まる。遅れるわけにはいかないよ。）

可能を表すcan：「～できる」　（➡53）2

  能力・可能を表すが，助動詞ではない。やや堅い表現で，現在形ではcanを使うほう
が普通。原則として，主語が〈人〉の場合に使う。

 The students are able to（ ＝ can ） use Wi-Fi anywhere on campus. 
 （学生はキャンパスのどこでも，Wi-Fi を使うことができます。）

 Are you able to meet the deadline for the paper? ― Certainly.
 （論文の締め切りに間に合わせることができますか。― もちろんです。）

be able to do　「～できる」3

Tips for Communication! 3  「～できますか」と尋ねる場合

参考

4
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詞
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UNIT はじめの導入ページです。
OVERVIEW：文法事項の概要（イメージ）を，
　イラストも交え，わかりやすく解説しています。
基本ルール：形や基本的意味など，中学の既習
　事項を確認できます。

NAVIGATION：UNIT ごとの目次です。
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上の枠内に挙げた動詞でも，提案・要求以外の意味の場合は，that節中で shouldや
動詞の原形を使わなくてよい。 ＊次の文中の suggestは「示唆する」の意味。

　I’m not suggesting （that） you are responsible for the accident.
 （その事故の責任があなたにある，と言っているのではありません。）

参考

7  shouldのその他の用法

shouldの中心的なイメージは【当然進むべき方向】です。
そこから派生する意味は，「当然そうすべきである」　〈義務〉
　　　　　　　　　　　　「当然そのはずだ」　　　　〈推量〉
ここでも，このイメージと関連づけて学んでいきましょう。

that節中で使われる shoulda

 The chairperson suggested we should have another 

  meeting next week. 91

 It is necessary that Mr. Bush should have an operation. 92

 It is surprising that she should know nothing about the plan. 93

91 議長は翌週また会議をすることを提案した。
92 ブッシュ氏は手術を受けることが必要です。
93 彼女がその計画のことを何も知らないなんて驚きだ。

1  提案・要求などを表す動詞に続く that節中で　（➡91）

 「～するように（提案する，要求する）」といった意味を表す。提案・要求などを
表す動詞との結びつきから「当然そうすべきだ」という意味合いを含む。

suggest / propose（提案する），demand / request（要求する），
order（命令する），recommend（勧める），advise（忠告する），etc.

● 提案・要求などを表す動詞

   He demanded that the bus driver should apologize for his 
rudeness. （彼はバス運転手に，失礼をわびるよう求めた。）

 shouldを省略して，動詞の原形を使うことも多い。主語が 3人称単数でも原形
になる。（  p.340）

   The doctor recommended that my mother cut down on sugar.
（医者は母に糖分を減らすように勧めた。）

Second Stage

126

2  必要性・重要性などを表す形容詞に続く that節中で　（➡92）

 「～する（ことが必要だ）」といった意味を表す。必要性・重要性などを表す形容
詞との結びつきから「当然そうすべきである」という意味合いを含む。

necessary（必要な），important（重要な），essential（不可欠な），
urgent（急務の），desirable（望ましい），proper（適切な），etc.

● 必要性・重要性などを表す形容詞

   It’s important that you should speak clearly in an interview.
 （面接では，ハキハキと話すことが重要です。）

 shouldは省略して，動詞の原形を使うことも多い。
   92→ It is necessary that Mr. Bush have an operation.

3  感情や主観的判断などを表す形容詞・名詞に続く that節中で　（➡93）

 この shouldには，「～だ［～する］なんて」という意外や疑いの気持ちが込めら
れている。

strange（奇妙な），surprising / amazing（驚くべき），lucky / fortunate 
（幸運な），unlucky / unfortunate（不運な），natural（当然の），
a pity / a shame（残念な），etc.

● 感情や主観的判断などを表す形容詞・名詞

   It’s a pity that Emily should be unable to come to tomorrow’s 
party. （エミリーが明日のパーティーに来られないなんて残念だ。）

   It’s natural that you should be nervous in front of a lot of 
people. （大人数の前であなたが緊張するのは当然です。）

 「～だなんて」といった感情を伴わず，客観的事実として言う場合，shouldは
使わない。また，この 3の用法で動詞の原形は使わない。

   93→  It is surprising that she knows（ know） nothing about  
　the plan. （彼女がその計画のことを何も知らないのは驚きだ。）

〈米〉では原形，〈英〉では〈should＋原形〉が普通であったが，最近では〈米〉でも
〈should＋原形〉，〈英〉でも原形が使われるようになっており，〈米〉〈英〉の差はあま
りないと考えてよい。

参考

「～したなんて」と過去（あるいは過去より前）のことについて述べる場合は，
〈should＋have＋過去分詞〉で表す。
　It was unfortunate that my brother should have broken his leg.
 （兄が脚を骨折したとは不運だった。）

参考

Second Stage
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   Where are you going with that large suitcase?
   　― Oh, I’ve just returned from a short trip to Kyoto.
 （そんな大きなスーツケースを持ってどこに行くの。

― ああ，京都への小旅行から今ちょうど戻ったところなの。）
［→だから今，スーツケースを持っている］

   Have you had lunch yet? ― Yes, I have already eaten lunch.
     No, （I have） not （eaten lunch） yet.

（もう昼食を食べましたか。― はい，もう昼食を食べました。
いいえ，まだ食べていません。）

経験を表す：「（今までに）～したことがある」1 -2

 I’ve visited Kiyomizu-dera three times. 40

40 私は清水寺に 3回行ったことがあります。

 「～したことがある（←～した経験をもっている）」という現在までの経験を表す。
40では，「清水寺に行く」という経験が，現在までに「3回あった」ことを表し
ている。

 

２回目１回目 現在３回目

before（今までに），ever（今までに，かつて），never（一度も～ない），
once（1度），twice（2度），three［four, ...］ times（3［4…］度），
sometimes（ときどき），often（しばしば，よく），many times（何度も）

● 〈経験〉を表す現在完了形とともによく使われる副詞（句）

   Have you ever seen the sunrise over Mt. Fuji? 
   　― No. I’ve never seen it.

（富士山に昇る日の出を見たことがありますか。― いいえ。一度も見たことがありません。）

① alreadyや justが過去形とともに使われ，完了の意味を表すことがある。
 I already washed the dishes. （私はもう皿を洗い（終え）ました。）

 He just arrived at the station. （彼は今駅に着いたところだ。）
　 現在完了形に比べるとくだけた言い方で，会話でよく使われる。
② alreadyが疑問文で使われると「もう～したのか」という意外や驚きを表す。
 Have you already spent the money?
 （（驚いて）もうお金を使ってしまったの？）

参考

First Stage

80

   How many times［How often］ has Ken flown in an airplane?
   　― （He has［＝He’s］ flown in an airplane） Twice before.

（ケンは今までに何回飛行機に乗ったことがありますか。― 今までに 2回です。）

   I’ve been to Kyoto many times. （私は京都には何度も行ったことがある。）

  ＊ アメリカ英語ではくだけた言い方で，have［has］ gone to ～がこの意味で使
われることもあるが，イギリス英語では誤りとされるので注意。

「～するのは…回目だ」は，次のように表すことができる。
　This is the first［second, third...］ time I’ve （ever） visited this park.
 （私がこの公園を訪れるのは，これが初めて［2回目，3回目…］です 　　　　
 ［←これが私が今までにこの公園を訪れた最初［2回目，3回目…］の時です］。）

参考

have been to ～は，①「～に行ったことがある」〈経験〉のほかに
②「～に行ってきたところだ」〈完了〉の意味も表す。
どちらの意味を表すかは，ともに使われている副詞（句）などから判断する。
　 Aya has just been to Paris. （アヤはちょうどパリに行ってきたところだ。）

 　　　　　＊ just（ちょうど今）から〈完了〉の意味と判断できる。
　 Aya has been to Paris once before. 
 （アヤは前に一度パリに行ったことがある。）

 　　　　＊ once（一度），before（前に）から〈経験〉の意味と判断できる。
このように，現在完了形が表す意味を判断するには，時を表す副詞（句）が大き
な手がかりとなる。

have been to ～の 2つの意味注意

「私は小学生のころに，その映画を見たことがある」を英語で書いてみよう。

 I saw that movie when I was an elementary school student.
 I have seen that movie when I was an elementary school 

student.
 
▶  「見たことがある」という日本語から，〈経験〉を表す現在完了形と機械的に判断し
てはいけない。「小学生のころ」が過去を表すことは文脈から明らか。よって，こ
の「見た」は過去のあるときに起こり，済んでしまったことなので，現在までの
経験を表す現在完了形ではなく，過去形で表すのが正しい。

 →ここに着目! 「現在完了形と「時」を表す副詞（句・節）」（  p.86）も参照しよう。

Tips for Writing! 1  「～したことがある」が現在完了形になるとは限らない

First Stage

T. f. W.
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参考書：First Stage-2

参考書：Second Stage

コラム：Tips for Writing
→�英語を書く際に誤りやす
い文法事項を，〇×形式
などで紹介しています。

視覚的な理解を促す
図解やイメージ図も豊
富に取り入れています。

コラム：ネイティブの感覚
→�日本人にはニュアンスが理解しづらい表現
などについて，ネイティブ・スピーカーの
視点から，とらえ方を解説しています。

◆その他のコラム

〈参考書 別冊付録〉　4 技能連携ハンドブック　　■A5判（80 頁）
　（収録内容）

〈基礎文法編〉：英語の語順／英語をつくる部品―品詞と句・節
〈Speaking／Listening 編〉：�英語の発音を学ぼう／場面に合った表現を使おう（フォ

ーマル・インフォーマル）／機能別表現リスト など
〈Reading／Writing 編〉：�パラグラフの構成・展開パターン／英語の発想で文を書こ

う／英語の句読法／手紙・メールの書き方 など

英語の語順1
0  英語は語順で意味が決まる

次の日本語と英語を比べてみましょう。

　昨日 タケルと話したよ。　　　 I talked with Takeru yesterday.

　　　　　　　　　　　　　　

上の日本語と英語は，それぞれ同じ意味を表します。
たとえば日本語では，
　

昨日話したよ，タケルと。
　

これでもほぼ同じ意味を表します。しかし英語で，

I with Takeru talked yesterday.　??

などと間違った語順にすると，文が意味をなさなくなってしまいます。
次の文ではどうでしょう。

Aya loves John. アヤはジョンを愛している。

John loves Aya. ジョンはアヤを愛している。

日本語の場合，「アヤはジョンを愛している」→「ジョンをアヤは愛している」
のように，「は」「が」「を」などの助詞を使うことで，語順が変わってもほぼ
同じ意味を表すことができます。
一方，英語には助詞にあたるものがないため，語順で文の意味を表します。
そのため，語順がとても重要になるのです。

基礎文法   基礎文法   編編
G R A M M A R  &  S E N T E N C E  W R I T I N G
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1 -1　英語では「だれ /何がどうする」をまず先に！

以下の日本語と英語の違いを詳しく見てみましょう。

昨日　　（私は）　　タケルと　　話したよ。

I     talked     with Takeru     yesterday.

日本語では主語（私は）が省略されているが，英語では省略せず，最初
に主語（I）がくる。

日本語では文の最後に動詞（話した）がくるが，英語では主語のすぐあと
に動詞（talked）がくる。

上のように，日本語では言わなくてもわかる場合，主語を省略することが多い
ですが，英語では普通 主語を置き，そのあとにすぐ動詞を続けます。
まず〈主語＋動詞〉（「だれ /何が」＋「どうする」）を言うのが英語の基本です。

1 -2　主語（S）＋動詞（V）＋α（修飾語（句））

上の文で，さらに違いを見つけてみましょう。

日本語では「昨日」が文の最初に，「タケルと」が「話した」の前にき
ているが，英語ではwith Takeru，yesterdayが，〈主語＋動詞〉のあ
とにきている。

英語では原則として，まず〈主語＋動詞〉を表し，それを修飾する部分（with 
Takeru，yesterday）はあとに言います。「どのように」「どこで」「いつ」な
どを表す語句は文の最後に言うのが普通です。
修飾語（句）には，次のようなものがあります。

We chat on smartphones every day.　　私たちは毎日スマホで
おしゃべりしています。

Kana and I went to Kamakura last Sunday. カナと私は先週の日曜
に鎌倉に行きました。

主語 動詞 修飾語句 修飾語句

主語 動詞 修飾語句 修飾語句

1違い

2違い

3違い

3

「ひとまとまりに発音される音のかたまり」を音節（syllable）と言います。
通常，音節の数は，日本語ではひらがなやカタカナの文字数と一致し，英語で
はその語に含まれる母音の数と一致します。英語の辞書を引くと，Eng・lish， 
beau・ti・fulのように，単語ごとに音節の区切りが示されています。

音節とアクセントを意識して発音してみよう。CC heck

アクセント（accent）の特徴も日本語と英語で違います。日本語は音の高さ
の変化で，英語は音のストレス（強さや長さ）を置く位置で表されます。

英語：強弱アクセント（stress accent）

ストレス stress ac・cent
/ su-to-re-su / / str6s / / Tksent /
 ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○  ［○＝ 1音節］

1 英語の発音を学ぼう

Speaking / ListeningSpeaking / Listening編編

1違い

2違い 日本語：高低アクセント（pitch accent）

音節とアクセント1

キャリア：「キャ」を高く読む 【東京】あめ：雨 あめ：飴

［高   低］ 【関西】あめ：雨 あめ：飴

ca-reer：-reerを強く長く読む ob-ject ob-ject
 　  　   　 
［ ＝強， ＝弱］ 名  物，目的語 動  反対する

im-age　 ad-vice　 man-ag-er　 com-mu-ni-cate
                  　    　

16

強く発音する語（内容語）と弱く発音する語（機能語）を意識して音読して
みよう。

CC heck

英語では，文の中でも語によって強弱をつけて発音します。

一般に，内容語（青字）は強く長く，機能語（黒字）は弱く短く発音されます。

また，日本語と同様，英語においても，イントネーション（声の高低上下）に
よって，話し手の感情や態度を表すことができます。

文のアクセント・イントネーション2

I left my umbrella on the train.　　私は電車に傘を置き忘れました。

Have you �nished your homework? ― Yes. ⤵ 

Mom! ― Yes? ⤴　　　　 ＊相手に尋ねている

I saw Max at the shopping mall yesterday. ― Yes? ⤴

 

My cat understands my words. ― Yes? ⤴

 

You don’t eat meat，do you? ⤴ 

You don’t eat meat，do you? ⤵ 

＊普通の答え

宿題は終わったの？
 ― うん。

お母さん！ ― なあに？

＊話の続きを促している
昨日，ショッピングモールでマックスを見かけたよ。 ― へぇ，それで？

＊相手の発言内容に疑いを表している
うちのネコ，私の言葉がわかるんだ。 ― ほんと？

＊〈付加疑問〉上昇調：相手に尋ねている
あなたは，肉は食べないんだっけ？

＊〈付加疑問〉下降調：確信して言っている
あなたは，肉は食べないよね。

内容語：それ自体が意味をもつ語
　　　　…名詞・動詞・形容詞・副詞・疑問詞など
機能語：補助的な働きをする語
　　　　…助動詞・be動詞・前置詞・冠詞・接続詞・人称代名詞など

In Rome，I stayed in an old hotel near the church.

 訳：ローマでは，教会の近くの古いホテルに泊まった。

Speaking / Listening
編

Reading / W
riting

編
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礎
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Reading / WritingReading / Writing編編

　ここでは，英語の文章を読んだり，自分で書いたりする際に大切な，日本語
の発想とは異なる英語の文章の特徴などについて，学びましょう。

フレーズ（スラッシュ）・リーディング1
　英語の文章を読むときに，英語の語順どおりに意味を理解すると，全体の内
容をすばやく理解することができます。このような読み方は，リスニングやス
ピーキングのときにも効果を発揮します。英語で人の話を聞いたり，自分で話
したりする場合に，あとから戻って考えるのは，ほぼ不可能だからです。
　英語の語順どおりに意味を理解するときのコツは，意味のかたまり（フレー
ズ）ごとにスラッシュ（/）で区切って読むことです。この読み方は，フレーズ（ス
ラッシュ）・リーディングと呼ばれます。

●スラッシュの入れ方のルール

❶ 長めの主語のあとや長めの目的語・補語の前
　 The next express train / leaves at ten thirty. //

　 You should follow / the dress code of the restaurant. //

❷ コンマ（ , ）やコロン（ ; ）のあと
　 Once upon a time, / there lived a princess. //

❸ 前置詞（in，at，on，from，etc.）の前　
　 Turn right / at the next traffic light. //  

❹ 接続詞（and，but，when，because，that，etc.）の前
　 I don’t like swimming / because I’m afraid of water. //

❺ 不定詞・分詞の前
　 Karen called me / to ask for my advice. //  

　 The girl / sitting on the bench / is my cousin. //

❻ 関係詞（who，which，that，when，etc.）の前
　 Meg needed someone / who understood her. //

❼ 比較級とともに使う thanの前
　 Emily arrived earlier / than we did. //

50
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　では，実際の文章で，意味のかたまりごとに区切って読んでみましょう。

　　❶ Food waste is a big problem. //  ❷ It is a huge waste / and it 
is harmful / to the environment. //  ❸ I have two suggestions / to 
reduce food loss. //  ❹ First, / supermarkets and food stores / throw 
away / a lot of *expired food. //  ❺ They should sell more food /  
which is near the *expiration dates / at discount prices / so that 
they can reduce food loss. //  ❻Also, / people waste a lot of 
food / at home too. //  ❼ They tend to buy more food / than they 
can consume. //  ❽As a result, / a lot of food becomes *garbage. //   
❾ They should do more planning / before they buy *groceries. //   
10 I think / that these are the two best ways / to help reduce food 
loss. // 
NOTES   expired「期限切れの」　　expiration date「賞味期限」　

 garbage「ごみ」　　groceries「食料品」

　この文章で，スラッシュを入れるおもな位置は，次のようになっています。
　❷ 接続詞（and）の前。前置詞（to）の前。　　
　❸ 不定詞（to reduce）の前。
　❹  コンマ（First,）のあと。長めの主語（supermarkets and food stores）の

あと。長めの目的語（a lot of expired food）の前。
　❺ 関係代名詞（which）の前。前置詞（at）の前。接続詞（so that）の前。
　❻ コンマ（Also,）のあと。前置詞（at）の前。
　❼ thanの前。　　　　　　    ❽ コンマ（As a result,）のあと。　　
　❾ 接続詞（before）の前。　　10 接続詞（that）の前。不定詞（to help）の前。

上の文章を，フレーズごとに訳すと，次のようになります。

　　　 ❶食品廃棄は大きな問題です //  ❷それはものすごい無駄です / そして，優しくな
い / 環境に //  ❸私は提案が 2つあります / 食品ロスを減らす（ための） //  ❹まず / スー
パーマーケットや食料品店は / 捨てています / たくさんの賞味期限切れの食品を //   
❺彼ら（＝スーパーマーケットや食料品店の人）はもっと多くの食品を売るべきで
す / 賞味期限が近づいている（食品） / 割引価格で / 食品ロスを減らせるように //  ❻ま
た / 人は多くの食べ物を無駄にしています / 家庭でも //  ❼人は（より）多くの食べ物を
買う傾向にあります / 消費できるよりも［以上に］ //  ❽その結果 / 多くの食べ物がごみ
になります //  ❾人はもっと計画的になるべきです / 食料品を買う前に //  10私は思い
ます / これらは最もよい 2つの方法です / 食料ロスを減らすのに役立つ（方法） //
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3  悩み相談室の助動詞

　これまで学んできたように，助動詞は動詞に話し手の判断や気持ちを添える。
相手に自分の気持ちや考えを正しく伝えたり，依頼や助言をするときには，助動
詞を正確に使い分けることがとても大切だ。

以下は，あるウェブサイトの悩み相談のQ＆Aである。
助動詞をどのように使い分けているだろうか。

   注目ポイント
❸  my parents say Ｉ must quit the team  

⇒  must「～しなければならない」が使われていることで，（選択の余地が
ないくらい） 強く 「やめなさい」と言われていることがわかる。  
should ならば，「やめたほうがいいんじゃないの？」くらいの強さ。

❹  What should Ｉ do?  「私はどうすればいいですか」  
⇒ 悩みの相談や指示を仰ぐときに使う。

❺  Could you give me ～ ?  
⇒ 助動詞の過去形を使って，ていねいに助言の依頼をしている。

人とのコミュニケーションを円滑にするためにも，助動詞を適切に使いこなそう。

訳    ウェブママさんへ
❶私は深刻な問題を抱えています。❷私はバスケットボール部に所属していて，バスケット
ボールをするのは楽しんでいるのですが，勉強に集中できません。❸成績は下がりつつあり，
両親は部活をやめなさいと言います。❹どうすればいいのでしょうか。❺なにかよいアドバ
イスをいただけるでしょうか。 K.M より
 ＊focus on ～「～に集中する」　grade「成績」

Dear Ms. WebMom,
❶ Ｉ have a serious problem. ❷ Ｉʼm on the basketball team 
and Ｉ enjoy playing basketball, but Ｉ cannot ＊focus on my 
studies. ❸ My ＊grades are falling and my parents say Ｉ must 
quit the team. ❹ What should Ｉ do? ❺ Could you give me 
some good advice? K.M.
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must（過去形なし；had to  p.108）

強い義務・必要を表す：「～しなければならない」

61 乗客は全員 , シートベルトを着用しなければなりません。
62 そのフェンスに触ってはいけません。危険です。

All passengers must wear seat belts. 〈強い義務〉 61

You must not touch the fence. It's dangerous. 〈強い禁止〉 62

a

  「~しなければならない」という強い義務や必要を表す。（➡61）
 We must leave right now if we want to catch the last bus.  
 （もし最終バスに乗りたいなら，今すぐ出ないといけません。）

  否定形はmust not/mustnʼt/ m%snt /「～してはいけない」（強い禁止）。（➡62）
 You mustn’t eat or drink in the computer room.  
 （コンピュータ室で，飲食をしてはいけません。）

強い義務 必要を表す must: 「~しなければならない」1

命令文にwill you?をつけて，口調をやわらげることができる。  
 Post this letter on the way, will you? ― Sure, I will.  
 （途中でこの手紙を投函してくれる？― もちろん，いいよ。）

 Donʼt be noisy, will you? I’m talking on the phone.  
 （うるさくしないでくれるかな。電話で話しているところなんだから。）

ただし，下降調（⤵）で言うと強い命令口調になりえるので，注意しよう。  
なお，付加疑問のwonʼt you? は，勧誘の意味を表すことが多いため，否定の命
令文にはつけないのが普通。  
 Come to my house for dinner, wonʼt you? ― Thanks.  
 （うちに夕食を食べに来ませんか。― ありがとう。）

命令文につける付加疑問 will you? / won’t you?注意

〈Never＋動詞の原形〉：「決して～してはいけない」  
「これから先も決して～するな」というニュアンスで，don’t よりも強い否定を表す。 
 Never speak to your mother like that.  
 （お母さんに決してそんな口の利き方をしてはいけません。）

3  「私は～を盗まれた」の表し方

「私は駅で自転車を盗まれた」を英語で表現してみよう。
 My bicycle was stolen at the station. ＊steal-stole-stolen「～を盗む」

 I was stolen my bicycle at the station.
 

▶  steal は「～を盗む」という他動詞で，Someone stole my bicycle. のように使い，
〈steal＋O（人）＋O（物）〉の形はとらない。よって，「～を盗まれた」という受動態
にするには，my bicycle を主語にして，My bicycle was stolen ... のように表
す。「私は～を盗まれた」という日本語から， I was stolen ...「私が盗まれた」とし
ないよう注意しよう。

▶  使役動詞のhave を使って〈have＋O＋過去分詞〉「O を～される」の形で表すこ
ともできる。 I had my bicycle stolen at the station. （  p.108）

命令文は，相手に対して指示などをする強い表現ですが，必ずしも 「命令」 の意
図があるわけではありません。それが使われている状況や話し手と聞き手 の関係な
どによって，その意味合いは変わってきます。
たとえば，以下のように勧誘や助言・注意などを表す場合，初対面の人や目上の

人に命令文を用いても，失礼にはなりません。

  相手への誘いとわかるとき （家や店に客を出迎える場合など） 
Come on in. /  Take a seat. （お入りください。/ おかけください。）

  相手のためになる（と思われる）行動を勧めるとき （電車のアナウンスなど） 
Change trains at the next station for Kobe.  
 （神戸へは ,次の駅でお乗り換えください。）

  相手に注意を促すとき  
Watch your step. （足元にご注意ください。）

日本人はよく，ていねいさを出すためにpleaseをつけますが，上のような場合，
その必要はありません。また，pleaseをつけても，ていねいさのニュアンスがそれ
ほど強まるわけではない，ということも覚えておきましょう。

1

2

3

「命令文＝命令」とは限らない！5ネイティブの感覚 ?
!

must （強い義務・必要）
（～しなければならない）

don’t have to, need not （不必要）
　（～する必要はない）

must not［mustn’t］ （禁止）
　（～してはいけない）

P O I N T

Tips for Writing!
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コラム：REAL ENGLISH
→�看板や広告，ウェブサイトなど，日常で実
際に使われている英語の例を，その章で扱
われる文法事項とからめて紹介しています。

Second Stage：
　�やや発展的ですが，知ってお
きたい項目を扱っています。

授業や日常学習で，気軽に
開いていただけるハンド�
ブックです。
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